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書評

『きみのうんこはどんないろ』
藤森弘（文）・峰村りょうじ（絵）

この本はうんちによる健康管理やしつけを

書いた本です。私には 3人の子供がいますが、

しつけや健康管理についていろいろ悩むこと

がしばしばあります。

その一つとして排泄についての事ですが、

オシッコは割合はやく自分ですることを覚え

るのですが、うんこについてはなかなかおぼ

えてくれず、 「うんち」といった時にはもう

でてしまっていることがほとんどです。今も

末娘とほとんど毎日くさい戦いをしている訳

ですが、子をもつ親なら一度は通るこの道、

いろんな人に参考として意見を聞きたいもの

です。

そんな中でたまたま見ることができたこの

本は、まさに「天からの贈り物」でした。内

容は子供でもわかるように、うんちの色やか

たちにより自分の健康度がわかるように絵で

書かれています。また、どのようにして体を

通ってうんちが出てくるのか、どんなものを

食べたら良いうんち、悪いうんちが出るのか

など、日ごろ子供がききたがることを具体的

に書いています。しつけについては、便をも

よおしてから排泄までの過程やマナーまで、

簡単明瞭で親子5人で納得するわかりやすさ

です。

末娘が読めないまでも、絵を見ながら私の

説明をまじめに聞いているのを見ていると、

「わかってんのか」と思いつつも、早くトイ

レにいかないか心待ちにしています。しかし

またしても残念な結果で、手で頭をかきなが

ら私の顔をみられると怒ることもできず、こ

れから先、まだまだ私と娘のくさい闘いは続

くと肝に銘じ、悪戦苦闘する今日この頃です。

(3児のパパ）
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